
課
題
乗
り
越
え
高
品
質
で
引
き
渡
し

フジタ
７

　
　ヤンゴン・マンダレー鉄道整備事業
　フェーズ１　ＣＰ工区（パズン
　ダウン～バゴー）の内、土建工事

（ミャンマー）　

ミ

ン
マ

の

中
央
平
原
を
横

断
す
る
ヤ
ン
ゴ

ン
・
マ
ン
ダ
レ


鉄
道

ト
ウ
チ

ン
ガ
レ
イ
駅

プ
ラ

ト
フ



ム
と
シ
グ
ナ
ル
キ

ビ
ン
を
整
備

　
ミ

ン
マ

の
中
央
平
原
を

縦
断
す
る
ヤ
ン
ゴ
ン

マ
ン
ダ

レ

線
は
全
長
約
６
２
０

の

の
鉄
道
で
英
国
植
民
地
時
代
に

建
設
さ
れ
た

だ
が
維
持
管
理

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら


鉄
道
関
連
施
設
・
設
備
が
老
朽

化

こ
の
た
め
列
車
走
行
の
速

度
低
下
や
遅

延

脱
線
事
故

な
ど
が
生
じ
て

お
り

安
全
か

つ
安
定
し
た
列

車
運
行
が
難
し

い
状
況
と
な


て
い
た


　
ヤ
ン
ゴ
ン
・

マ
ン
ダ
レ

鉄

道
整
備
事
業
は

日
本
の
支
援
の

下

既
存
鉄
道

路
線
の
老
朽
化

し
た
施
設
・
設

備
の
改
修

新
規
車
両
の
調
達

を
実
施

鉄
道
輸
送
能
力
の
増

強
を
図
り

同
国
の
経
済
発
展

に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
行
わ

れ
た


　
ミ

ン
マ

最
大
の
都
市
ヤ

ン
ゴ
ン
側
か
ら
約
２
６
０

を

﹁
Ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｅ
１
﹂
と
し

そ

れ
を
３
工
区
に
分
割
し
た

ヤ

ン
ゴ
ン
側
に
最
も
近
い
﹁
Ｃ
Ｐ

１
０
１
工
区
﹂
︵
約


︶
の

う
ち

土
建
工
事
を
フ
ジ
タ
が

担
当
し
た


　
発
注
者
は
ミ

ン
マ

国
有

鉄
道

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
グ
ロ

バ
ル
・
日
本

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
・
パ
シ
フ



ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
・
ト


ニ
チ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
日
本

工
営

が
設
計
を
手
掛
け
た


工
期
は
２
０
１
９
年
６
月



年

月


　
工
事
内
容
は
軌
道
工
事

土

工
事

橋
梁

駅
工
事
な
ど


既
設
軌
道
撤
去
︵

万
１
４
０

０

︶
・
軌
道
敷
設
︵

万
９

３
０
０

︶

プ
ラ

ト
フ



ム
撤
去
︵
１
万
０
６
０
０
平

方

︶
・
新
設
︵
１
万
７
６
０

０
平
方

︶

プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ

ト
︵
Ｐ
Ｃ
︶
橋

梁
︵
４
カ
所
︶

ボ

ク
ス
カ

ル
バ

ト
︵

カ
所
︶

駅
建

物
︵
９
駅

棟
︶
と
い

た
多

岐
に
わ
た
る
工
種
に
取
り
組
ん

だ


　
工
事
は
準
備
段
階
か

ら
課
題
が
多
く
発
生
し

た

ミ

ン
マ

国
内

で
は
大
規
模
な
整
備
を

行
え
る
軌
道
工
事
専
用

の
機
械
な
ど
の
手
配
が

難
し
く

日
本
を
は
じ

め
海
外
か
ら
輸
入
し
な

け
れ
ば
い
け
な
か


た

ま
た
軌
道
改
修
の

実
作
業
は
現
在
の
鉄
道

運
行
を
継
続
し
な
が
ら

の
営
業
線
近
接
作
業
と

な
り

保
線
部
門
と
細

部
ま
で
調
整
が
必
要
と

な

た


　
さ
ら
に
工
事
期
間

中

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
や
ミ

ン
マ

国

軍
に
よ
る
非
常
事
態
宣
言
の
影

響
な
ど
で
工
事
中
断
や
行
動
制

限
が
発
生
し
た


　
こ
の
よ
う
に
大
き
な
制
約
や

課
題
を
解
決
し
な
が
ら

地
域

に
望
ま
れ
る
鉄
道
の
開
通
と
い

う
使
命
を
全
う

高
い
品
質
を

提
供
し


年
に
無
事
引
き
渡

す
こ
と
が
で
き
た

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